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　あいさつ

あいさつ

一乗谷は、戦国大名の朝倉氏が約 100 年にわたって領国支配の拠点として計画的に築いた城下町

です。後世の改変をほぼ受けず、戦国期の痕跡が極めて良好に残されており、「戦国大名の総合的遺

跡として唯一の違例ともいうべく」点が評価され、特別史跡に指定されています。

昭和 42 年（1967）の発掘調査以降、この城下町の中心である当主館等の朝倉氏一族の館や寺院

跡のほか、家臣団や医師などの多様な階層の屋敷で、策定時期を室町時代末期に限定できる良好な保

存状態の庭園遺構が複数発見されました。これは、一乗谷において当主館を中心に庭園文化が発展し

ていたことを今に伝えています。このうち主要な朝倉館跡庭園、湯殿跡庭園、諏訪館跡庭園、南陽寺

跡庭園の４庭園は、平成３年（1991）に特別名勝一乗谷朝倉氏庭園として指定され、庭園文化史上

きわめて価値が高い庭園として評価されています。

本庭園の管理団体である本市は、この貴重な文化財の価値を損なうことなく適切に保存し活用する

ため本計画を策定しました。今後は、この計画に基づき、庭園を本来の姿で保存し価値と魅力をさら

に深め、地域文化への誇りと愛着を一層高めるとともに後世に伝えるべく各事業を推進してまいりた

いと考えています。

結びになりますが、本計画の策定にあたりまして、多大な御支援と御協力をいただきました策定委

員会の委員の皆様をはじめ、関係機関並びに関係者各位に深く感謝申し上げます。

令和 2 年 3 月吉日

福井市長　　東村　新一



例　言
１．本計画は、福井県福井市城戸ノ内町に所在する特別名勝一乗谷朝倉氏庭園の保存活用計画書である。

２．本書は、平成 29 年度から令和元年度にかけて特別名勝一乗谷朝倉氏庭園保存活用計画策定委員会、文化庁文

化財第二課、福井県教育庁生涯学習・文化財課の指導・助言を得て、福井市が策定した。

３．本書の策定に関わる事務局は福井市商工労働部観光文化局文化振興課　一乗谷朝倉氏遺跡管理事務所に置き、

特別名勝一乗谷朝倉氏庭園保存活用計画策定業務を株式会社環境事業計画研究所に委託した。

事　務　局　     山本桂一郎（福井市商工労働部 観光文化局文化振興課 課長）

山岸　達明（福井市商工労働部 観光文化局文化振興課 一乗谷朝倉氏遺跡管理事務所 所長） （平成 31 年 3 月まで）  

嶋津　康弘（福井市商工労働部 観光文化局文化振興課 一乗谷朝倉氏遺跡管理事務所 所長） （平成 31 年 4 月から）  

白嶋　祐司（福井市商工労働部 観光文化局文化振興課 一乗谷朝倉氏遺跡管理事務所 主幹） （平成 30 年 3 月まで） 

大川　　進（福井市商工労働部 観光文化局文化振興課 一乗谷朝倉氏遺跡管理事務所 主幹） （平成 30 年４月から）

白﨑　一夫（福井市商工労働部 観光文化局文化振興課 一乗谷朝倉氏遺跡管理事務所 主幹）

熊井みち子（福井市商工労働部 観光文化局文化振興課 一乗谷朝倉氏遺跡管理事務所 副主幹） （平成 31 年 3 月まで）

福山　千智（福井市商工労働部 観光文化局文化振興課 一乗谷朝倉氏遺跡管理事務所 主査） （平成 31 年 4 月から）  

山本　裕一（福井市商工労働部 観光文化局文化振興課 一乗谷朝倉氏遺跡管理事務所 主査） （平成 30 年 3 月まで）

  向出　宏二（福井県立一乗谷朝倉氏遺跡資料館 館長）　　

月輪　　泰（福井県立一乗谷朝倉氏遺跡資料館 副館長）

藤田　若菜（福井県立一乗谷朝倉氏遺跡資料館 主査）

大竹　桃子（福井県立一乗谷朝倉氏遺跡資料館 学芸員）

三武　紀子（福井県交流文化部文化課 参事）（平成 30 年 3 月まで）　

嶋﨑　晃伸（福井県交流文化部文化課 主任）（平成 30 年４月から）

藤井　亜衣（福井県交流文化部文化課 主事）

                  委 託 業 者　 吉村　龍二（株式会社環境事業計画研究所　代表取締役）（平成 30 年４月から）

吉田　凌都（株式会社環境事業計画研究所）（平成 30 年４月から）

藤澤　美幸（株式会社環境事業計画研究所）（平成 30 年４月から）

４．本書に掲載した現況写真は、特に注記のない限り、平成 29 年（2017）～令和 2 年（2020）に撮影したものである。

５．特別名勝一乗谷朝倉氏庭園の保存活用に係る法規条例等は、本計画書の附録に記載した。

６．本書は、一乗谷朝倉氏遺跡管理事務所及び福井県立一乗谷朝倉氏遺跡資料館が執筆し、株式会社環境事業計画

研究所が編集した。

７．本書では、特別名勝指定区域に基づき、朝倉館跡庭園の項に朝倉館跡全体の内容を含めて掲載している。

８．本書では以下の用語を用いる。

遺 構 展 示：‌�遺構の表現方法。主に、遺構を露出して展示する「遺構露出展示」と、地下遺構を埋め戻し

た直上に遺構を型取りした複製品を展示する「遺構複製展示」がある。

遺 構 表 示：‌�主として地下に埋蔵されていた遺構の規模、形態、性質に関する情報を、遺構直上の盛土造

成面において平面的、立体的に表示すること。

再 整 備：‌�復旧及び修繕よりも著しい劣化や破損を対象とした措置を指す。または規模の大小に関わら

ず、従前の手法では対応できない、新たなもしくは高度な手法を要し、有識者の指導や調査・

研究に基づき実施する措置を指す。

会所等の建物遺構の性格比定に伴う用語：‌�一乗谷朝倉氏遺跡博物館（仮称）にて使用する用語に統一し、「」（か

ぎかっこ）を付した用語は、文献史料に基づき推定した名称を指す。
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